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〔施設理念〕 

 私たちは感謝の気持ち、 

人の想いを形にし 

地域の福祉を実現します 

“入居者・利用者様と夏の思い出を作ろう”と、 

工夫を凝らした小規模の夏祭りを開催しました。 

ユニットごとに時間を区切って１階会場に降りてきてもらい、４種類のゲームに 

挑戦したり、屋台を回ってお祭り気分を味わっていただきました。射的での真剣 

な表情や、金魚が釣れた時の嬉しそうな表情、屋台 

でおやつを買っている時の皆さまの笑顔をたくさん見ることが 

出来て、大成功の夏祭りでした！！来年はご家族様と一緒に例年の 

夏祭りが開催できることを願っています。 

写真：プチダリア 

令和 3 年 
 

 

６月末現

在の【ぬく

もり菜園】 

社会福祉法人天成会   

 

 

６月末現在の【ぬくも

り菜園】 

岡山ランドリー様から協賛を頂き 

ました！ありがとうございます。 
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箱の中に入っているお菓子を手に掴めるだけ、一人

一回挑戦してもらいました！「たくさん取れた」と

皆さま喜んでおられました。岡山医療福祉専門学校

の学生さんがボランティアに来てくれて、一緒に盛

り上げてくれました♪ 

 狙って狙って～ 

 

夏祭りの定番といえば金魚すくいですが、今回は『金

魚釣り
・ ・

』をしました！「PPバンド」という荷物を

纏める時に使うプラスチックの硬い紐を編んで金魚

を作ってみました。小さなプールに浮かべたカラフ

ルな金魚がいっぱい！皆さまから「おー！」「釣れ

た釣れた！」と、喜ばれる声が聞かれました。 

各行事は感染対策を十分に行った上で開催しております。 

ジャンボボーリングを入居者様と一緒に楽しみまし

た。ボーリングのピンを倒すため「えいっ！」と声

を出されボールを投げられていました。たくさん倒

れるように皆さま頑張られ、笑顔でゲームを楽しま

れていました。 

 景品ゲット♪ 

皆さまお目当ての景品をよーく狙って“ポン”と玉

が飛ぶ様が懐かしいのか、当たっても惜しくてもニ

コニコ笑顔でした。「次はどれ取りますか？」との

職員の声かけに、「マスクがいるな～」と必需品を

狙っている方もいました。職員も入居者様も一緒に

楽しめる出し物になりました。 
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各行事は感染対策を十分に行った上で開催しております。 

赤い三角コーンに 
入れたら 10000点！！ 

秋の壁面製作 

 

狙え！ 
10000点わなげ 

 
叩け。叩け。 
ハエ叩きゲーム 
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西岡 

植木 

坂本 川上 

野田リーダー 

（留学生アルバイト） 

かえで・こぶしの郷は、野田リーダー、松浦リーダーを中心に、個性あふれるスタッフ 12名が

日々入居者様の生活を支えています。それぞれのスタッフが、趣向を凝らした企画を考えて入居

者様に喜んでいただいています。これからも入居者様一人ひとりの思いを形にしていけるような

ユニットを目指し努力して参ります。 

赤沢 

ガー 

松浦リーダー 

岡藤 

イエン 

（技能実習生） クイン （技能実習生） 

時岡 

〒700-0941  岡山県岡山市北区青江 3-10-28 
TEL:086-222-8341  FAX:086-222-5963 

発行者：広報委員会 

先日閉会した、東京オリンピックに続き、パラリンピックも開催されました。さまざまな競技で頑

張っている選手の姿に、テレビの前で応援しながら元気をもらいました。 

９月に入りましたが、残暑と感染対策が続いています。水分補給をこまめにしながら乗り越えたい

と思います。 

広報委員会  小野 陽子 

 

植木 


